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福福
祉祉
科科
目目
のの
社社
会会
福福
祉祉
基基

礎礎
選選
択択
生生
、、
２２
年年
生生
６６
人人

がが
、、
本本
校校
にに
設設
置置
ささ
れれ
てて
いい

るる
ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
やや
障障
害害
者者

用用
トト
イイ
レレ
、、
点点
字字
ブブ
ロロ
ッッ
クク

なな
どど
、、
障障
害害
のの
ああ
るる
人人
がが
本本

校校
でで
楽楽
しし
くく
学学
校校
生生
活活
をを
送送

るる
たた
めめ
にに
はは
どど
うう
すす
れれ
ばば
いい

いい
のの
かか
にに
つつ
いい
てて
調調
査査
しし

たた
。。まま

たた
事事
前前
にに
、、
車車
イイ
スス
をを

使使
っっ
てて
校校
舎舎
内内
をを
自自
走走
すす
るる

体体
験験
もも
しし
たた
。。
調調
査査
しし
たた
生生

徒徒
はは
スス
ロロ
ーー
ププ
がが
付付
いい
てて
いい

なな
いい
ここ
とと
やや
エエ
レレ
ベベ
ーー
タタ
ーー

がが
必必
要要
とと
話話
しし
てて
いい
たた
。。

今今
後後
のの
日日
本本
はは
、、
高高
齢齢
社社

会会
をを
過過
ぎぎ
てて
超超
高高
齢齢
社社
会会
をを

迎迎
ええ
るる
中中
でで
、、
福福
祉祉
をを
学学
んん

でで
いい
るる
生生
徒徒
以以
外外
にに
もも
、、
福福

祉祉
にに
つつ
いい
てて
興興
味味
やや
関関
心心
をを

もも
っっ
てて
もも
らら
おお
うう
とと
考考
ええ
、、

調調
査査
結結
果果
をを
発発
表表
しし
たた
。。

高高
齢齢
者者
やや
障障
害害
のの
有有
無無
にに

関関
わわ
らら
ずず
、、
すす
べべ
てて
のの
人人
がが

普普
通通
のの
生生
活活
がが
でで
きき
るる
よよ

うう
、、｢｢

ノノ
ーー
ママ
ララ
イイ
ゼゼ
ーー
シシ

ョョ
ンン｣｣

のの
考考
ええ
方方
にに
基基
づづ

きき
、、
一一
人人
一一
人人
がが
意意
識識
をを
しし

てて
、、
今今
後後
のの
良良
いい
町町
づづ
くく
りり

にに
つつ
なな
がが
れれ
ばば
とと
感感
じじ
てて
いい

るる
。。

ここ
のの
事事
業業
はは
、、｢｢

ビビ
ジジ
ネネ

スス
のの
おお
もも
しし
ろろ
ささ
、、
代代
価価
とと

しし
てて
のの
おお
金金
をを
得得
るる
ここ
とと
のの

難難
しし
ささ
、、
仲仲
間間
とと
とと
もも
にに
働働

くく
ここ
とと
のの
大大
切切
ささ
をを
知知
っっ
てて

もも
らら
いい
、、
そそ
のの
中中
かか
らら
起起
業業

家家
がが
生生
まま
れれ
てて
くく
れれ
たた
らら｣｣

とと
いい
うう
思思
いい
かか
らら
同同
青青
年年
部部

がが
富富
山山
県県
のの
実実
践践
例例
をを
ヒヒ
ンン

トト
にに
昨昨
年年
かか
らら
取取
りり
入入
れれ
たた
。。

各各
ググ
ルル
ーー
ププ
がが
架架
空空
のの
会会

社社
をを
設設
立立
しし
、、
最最
大大
５５
万万
円円

まま
でで
のの
融融
資資
をを
受受
けけ
、、
３３
月月

にに
行行
わわ
れれ
るる
新新
宮宮
市市
仲仲
之之
町町

商商
店店
街街
のの
催催
しし
にに
参参
加加
すす
るる
。。

自自
分分
たた
ちち
がが
考考
ええ
たた
商商
品品
をを

アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
のの
助助
言言
をを
得得

てて
、、
いい
かか
にに
多多
くく
売売
りり
、、
売売

りり
上上
げげ
をを
伸伸
ばば
すす
かか
競競
うう
事事

業業
でで
、、
今今
年年
でで
２２
回回
目目
にに
なな

るる((

和和
歌歌
山山
県県
でで
はは
昨昨
年年
初初

めめ
てて
のの
取取
りり
組組
みみ))

。。

今今
回回
のの
講講
義義
はは
、、
同同
青青
年年

部部
のの
取取
りり
組組
みみ
がが
紹紹
介介
ささ
れれ

たた
後後
、、｢｢

ビビ
ジジ
ネネ
スス
・・
シシ
ミミ

ュュ
レレ
ーー
シシ
ョョ
ンン
・・
セセ
ミミ
ナナ
ーー｣｣

とと
はは
何何
かか
？？
同同
セセ
ミミ
ナナ
ーー
のの

考考
ええ
方方
、、
おお
よよ
びび
今今
後後
のの
スス

ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
のの
話話
がが
ああ
っっ
たた
。。

今今
後後
生生
徒徒
はは
、、
1100
月月
にに

｢｢

会会
社社
セセ
ミミ
ナナ
ーー｣｣

とと

｢｢

融融

資資
セセ
ミミ
ナナ
ーー｣｣

のの
２２
つつ
のの
講講

義義
でで
学学
習習
しし
、、
1111
月月
かか
らら
アア

ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
のの
方方
々々
のの
助助
言言

をを
得得
てて
、、
販販
売売
商商
品品
のの
検検
討討

にに
入入
っっ
てて
いい
くく
。。
今今
年年
はは

｢｢

郷郷
土土
のの
特特
産産
品品
をを
生生
かか
しし

たた
商商
品品
開開
発発｣｣

とと
いい
うう
テテ
ーー

ママ
がが
ああ
りり
、、
３３
月月
にに
はは
生生
徒徒

のの
発発
想想
でで
作作
らら
れれ
たた
どど
うう
いい

うう
アア
イイ
デデ
アア
商商
品品
がが
店店
頭頭
にに

並並
ぶぶ
かか
、、
今今
かか
らら
楽楽
しし
みみ
でで

ああ
るる
。。
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ここ
んん
にに
ちち
はは
。。
４４
月月
かか

らら
新新
翔翔
高高
校校
でで
勤勤
めめ
ささ
せせ

てて
いい
たた
だだ
いい
てて
おお
りり
まま
すす

川川
口口
敦敦
志志
でで
すす
。。
３３
月月
のの

末末
にに
海海
南南
市市
かか
らら
引引
っっ
越越

しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。
引引
っっ
越越

すす
際際
にに
、、
車車
でで
移移
動動
しし
てて

いい
るる
とと
、、
いい
ろろ
んん
なな
風風
景景

をを
楽楽
しし
むむ
ここ
とと
がが
でで
きき
まま

しし
たた
。。
熊熊
野野
川川
やや
熊熊
野野
灘灘

のの
美美
しし
いい
水水
面面

((

みみ
なな

もも))

にに
感感
動動
しし
たた
ここ
とと
をを

覚覚
ええ
てて
いい
まま
すす
。。

本本
校校
でで
はは
、、
今今
まま
でで
ささ

まま
ざざ
まま
なな
行行
事事
やや
授授
業業
でで

生生
徒徒
のの
皆皆
ささ
んん
とと
関関
わわ
らら

せせ
てて
いい
たた
だだ
いい
てて
おお
りり
まま

すす
。。
ああ
いい
ささ
つつ
をを
きき
ちち
んん

とと
でで
きき
るる
ここ
とと
やや
、、
行行
事事

にに
おお
いい
てて
学学
年年
やや
クク
ララ
スス

のの
垣垣
根根
をを
越越
ええ
てて
盛盛
りり
上上

がが
れれ
るる
とと
ここ
ろろ
なな
どど
感感
動動

しし
たた
ここ
とと
もも
多多
々々
ああ
りり
まま

しし
たた
。。

現現
在在
はは
文文
化化
祭祭
にに
向向
けけ

てて
、、
多多
くく
のの
生生
徒徒
がが
知知
恵恵

をを
出出
しし
合合
いい
頑頑
張張
ろろ
うう
とと

しし
てて
いい
るる
風風
景景
をを
見見
掛掛
けけ

まま
すす
。。
物物
事事
にに
集集
中中
しし
てて

取取
りり
組組
むむ
皆皆
ささ
んん
のの
姿姿
勢勢

にに
、、
私私
もも
まま
たた
元元
気気
付付
けけ

らら
れれ
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで

すす
。。ささ

てて
、、
高高
校校
三三
年年
間間
はは

長長
いい
よよ
うう
でで
短短
いい
期期
間間
でで

すす
。。
ここ
のの
期期
間間
にに
どど
れれ
だだ

けけ
自自
分分
にに
向向
きき
合合
いい
、、
努努

力力
をを
重重
ねね
てて
いい
けけ
るる
かか

がが
、、
そそ
のの
後後
のの
人人
生生
にに
大大

きき
くく
影影
響響
しし
まま
すす
。。
まま

たた
、、
そそ
ここ
でで
出出
会会
っっ
たた
友友

人人
もも
生生
涯涯
のの
財財
産産
とと
なな
るる

ここ
とと
でで
しし
ょょ
うう
。。
高高
校校
生生

活活
でで
たた
くく
ささ
んん
のの
失失
敗敗
やや

成成
功功
をを
繰繰
りり
返返
しし
なな
がが
らら

前前
向向
きき
にに
取取
りり
組組
んん
だだ
人人

はは
卒卒
業業
すす
るる
とと
きき
にに
本本
当当

にに
素素
晴晴
らら
しし
いい
表表
情情
をを
見見

せせ
てて
くく
れれ
まま
すす
。。
人人
生生
にに

まま
たた
とと
無無
いい
時時
間間
をを
、、
精精

いい
っっ
ぱぱ
いい
過過
ごご
しし
てて
もも
らら

ええ
たた
らら
とと
思思
いい
まま
すす
。。

まま
だだ
まま
だだ
未未
熟熟
でで
はは
ああ

りり
まま
すす
がが
、、
皆皆
ささ
んん
のの
自自

己己
実実
現現
をを
おお
手手
伝伝
いい
でで
きき

るる
よよ
うう
頑頑
張張
りり
まま
すす
のの
でで

よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
しし
まま

すす
。。
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卓卓
球球
部部
でで
すす
。。
我我
々々
はは

現現
在在
男男
子子
部部
員員
３３
人人
、、
女女

子子
部部
員員
７７
人人
のの
計計
1100
人人
でで

活活
動動
しし
てて
いい
まま
すす
。。
人人
数数

はは
少少
なな
いい
のの
でで
すす
がが
、、
部部

員員
全全
員員
のの
卓卓
球球
にに
対対
すす
るる

意意
識識
はは
高高
くく
、、
日日
々々
向向
上上

のの
精精
神神
をを
もも
ちち
練練
習習
にに
励励

んん
でで
いい
まま
すす
。。

練練
習習
時時
間間
はは
、、
平平
日日
はは

２２
時時
間間
半半
、、
週週
末末
はは
平平
均均

５５
時時
間間
。。
大大
会会
もも
間間
近近
にに

迫迫
りり
、、
練練
習習
もも
かか
なな
りり

ヒヒ
ーー
トト
アア
ッッ
ププ
しし
てて
いい
まま

すす
。。
なな
んん
とと
かか
一一
つつ
でで
もも

多多
くく
勝勝
ちち
たた
いい
とと
願願
っっ
てて

いい
まま
すす
。。

本本
校校
のの
卓卓
球球
部部
はは
新新
宮宮

商商
業業
高高
校校
時時
代代
にに
はは
イイ
ンン

タタ
ーー
ハハ
イイ
出出
場場
もも
果果
たた
しし

たた
ここ
とと
のの
ああ
るる
伝伝
統統
ああ
るる

クク
ララ
ブブ
。。
我我
々々
もも
そそ
のの
よよ

うう
なな
素素
晴晴
らら
しし
いい
先先
輩輩
方方

にに
少少
しし
でで
もも
近近
づづ
きき
たた
いい

とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
本本
校校

をを
卒卒
業業
ささ
れれ
たた
卓卓
球球
部部
のの

先先
輩輩
方方
、、
まま
たた
ごご
指指
導導
よよ

ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま

すす
。。



�
�

������
����

�������	
�

��
�������

������������				



��������



��������



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������ ������

�
�
�
�
�
�
�

�� !"#$%�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

７７
日日
、、
２２
年年
生生
ママ
ーー
ケケ
テテ
ィィ
ンン
ググ
選選
択択
生生((

2299
人人))

はは
、、

キキ
ャャ
リリ
アア
実実
習習
室室
でで
平平
成成
2222
年年
度度
ビビ
ジジ
ネネ
スス
・・
シシ
ミミ
ュュ
レレ
ーー

シシ
ョョ
ンン
・・
セセ
ミミ
ナナ
ーー
事事
業業
のの
一一
環環
とと
しし
てて
、、
新新
宮宮
商商
工工
会会

議議
所所
青青
年年
部部
専専
務務
理理
事事
、、
永永
野野
大大
伸伸
ささ
んん
かか
らら｢｢

事事
業業
概概

要要
説説
明明
会会｣｣

とと
題題
しし
、、
最最
初初
のの
講講
義義
をを
受受
けけ
たた
。。
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５５
日日
のの
放放
課課
後後
、、
１１
年年
４４

組組
のの
土土
佐佐
奈奈
都都
紀紀
ささ
んん
とと
１１

年年
５５
組組
のの
向向
井井
由由
利利
ささ
んん
がが
、、

本本
校校
応応
接接
室室
でで
、、
新新
宮宮
市市
消消

防防
本本
部部
のの
大大
石石
明明
消消
防防
長長
かか

らら
感感
謝謝
状状
をを
受受
けけ
取取
っっ
たた
。。

土土
佐佐
ささ
んん
とと
向向
井井
ささ
んん
はは

９９
月月
３３
日日
のの
下下
校校
途途
中中
、、
住住

宅宅
のの
２２
階階
のの
窓窓
のの
手手
すす
りり
にに

干干
ささ
れれ
てて
いい
たた
タタ
オオ
ルル
ケケ
ッッ

トト
がが
燃燃
ええ
てて
いい
るる
のの
をを
発発
見見

しし
たた
。。
２２
人人
はは
近近
くく
にに
いい
たた

通通
行行
人人
にに
声声
をを
かか
けけ
、、
庭庭
にに

ああ
っっ
たた
水水
道道
のの
ホホ
ーー
スス
でで
消消

火火
活活
動動
をを
行行
っっ
たた
。。

２２
人人
はは｢｢

火火
がが
広広
がが
りり
そそ

うう
でで
危危
なな
いい
とと
思思
っっ
たた
。。
大大

事事
にに
至至
らら
ずず
良良
かか
っっ
たた
。。
みみ

んん
なな
にに
喜喜
んん
でで
もも
らら
ええ
たた
しし
、、

感感
謝謝
状状
もも
もも
らら
ええ
てて
良良
かか
っっ

たた｣｣

とと
話話
しし
てて
いい
たた
。。

大大
石石
消消
防防
長長
はは｢｢

火火
災災
はは

一一
瞬瞬
でで
財財
産産
やや
思思
いい
出出
、、
ささ

らら
にに
はは
人人
間間
のの
命命
もも
奪奪
うう
。。

２２
人人
のの
勇勇
気気
ああ
るる
行行
動動
はは
心心

強強
いい
とと｣｣
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９９月月3300日日にに予予定定さされれてていいたた第第４４回回新新翔翔体体育育祭祭はは､､ 当当日日のの悪悪天天候候ののたためめ
翌翌日日のの1100月月１１日日にに開開催催さされれたた｡｡ 前前日日ととはは打打っってて変変わわっってて天天候候がが良良くく､､ 予予
定定ししてていいたた競競技技ををすすべべてて行行ううここととががででききたた｡｡
今今年年ののテテーーママはは､､ ｢｢絆絆をを一一つつにに熱熱くくななれれ！！輝輝けけ新新翔翔体体育育祭祭！！｣｣ ををテテーーママ

にに全全校校生生徒徒縦縦割割りりのの５５ブブロロッッククにに分分けけてて行行わわれれたた｡｡ 練練習習期期間間はは約約１１週週間間
とと短短いいがが､､ 今今年年のの３３年年生生はは皆皆協協力力ししてて練練習習しし､､ 各各ブブロロッッククととももままととままりり
ががああっっててよよかかっったた｡｡
結結果果はは応応援援ココンンククーールルのの部部､､ ブブロロッックク総総合合ととももにに赤赤ブブロロッッククがが優優勝勝しし

たた｡｡ 最最後後のの校校旗旗降降納納時時ににはは､､ 今今ままでで見見るるここととののななかかっったた校校歌歌をを熱熱唱唱ししてて
いいるるブブロロッッククももあありり､､ ３３年年生生のの団団結結力力のの強強ささをを改改めめてて見見るるここととががででききたた｡｡
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本本校校工工業業科科がが所所蔵蔵すするる川川原原家家

((かかわわららやや)) がが､､ 尾尾鷲鷲市市のの三三重重

県県立立熊熊野野古古道道セセンンタターーのの企企画画展展

｢｢筏筏師師のの道道｣｣ にに展展示示さされれてていいるる

((同同セセンンタターー､､ 和和歌歌山山県県北北山山村村

共共催催))｡｡ 会会期期中中はは無無休休でで､､ 1122月月

1199日日 ((日日)) ままでで開開催催さされれてていいるる｡｡

午午前前９９時時～～午午後後５５時時､､ 入入場場無無料料｡｡

川川原原家家ととはは､､ くくぎぎをを一一本本もも使使

わわなないい簡簡易易家家屋屋でであありり､､ 簡簡単単にに

建建築築､､ 分分解解ががででききるるここととかからら､､

かかつつてていいかかだだ流流ししがが盛盛んんだだっったた

こころろ､､ 洪洪水水でで水水没没すするる熊熊野野川川のの

河河原原ににもも建建ててらられれ､､ ｢｢川川原原町町｣｣

ととししてて繁繁栄栄ししてていいたた｡｡

同同セセンンタターーでではは現現在在 ｢｢企企画画展展

筏筏師師のの道道｣｣ がが開開催催さされれてておおりり､､

かかつつてて熊熊野野川川のの河河原原にに建建ててらられれ､､

いいかかだだ師師やや水水夫夫たたちちででににぎぎわわっっ

たた ｢｢川川原原町町｣｣ のの再再現現資資料料ととししてて

貸貸しし出出すすここととににななっったた｡｡ 先先月月､､

本本校校建建設設技技術術系系列列のの生生徒徒にによよるる

組組みみ立立てて実実習習がが実実施施さされれ､､ そそのの

様様子子もも展展示示さされれてていいるる｡｡
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